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【モニタリング実施概要】 

 

1 対象森林の概要 
令和 2 年 3 月「吉田本家山林部 森林吸収源・生物多様性等調査報告書」記載のとおり 

 

2  評価基準 
「森づくりにおける森林吸収源・生物多様性等評価基準」令和 1 年 8 月 9 日改訂版 

 

3 調査日程 
（1）調査日 

令和 4 年 1 月 15 日、5 月 20 日 

   

 
（2）モニタリング担当者名簿 

   

氏 名 所 属 役職 

望月 亜希子 株式会社森林再生システム 主任研究員 

 

（3）モニタリング報告書作成責任者氏名 

株式会社森林再生システム 

望月 亜希子 
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1 フォレストック認定の基礎事情に関する特記事項 

 
・ 対象森林の地権関係の変動 なし 

・ 対象森林の境界紛争の有無 なし 

・ 森林認証（FSC、SGEC）及び森林経

営計画の継続・更新・取消等の状況 

FSC：平成 30 年 3 月にて認証終了。 

経営計画（属人）：平成 30 年 7 月 1 日～令和 5 年 6

月 30 日（令和 3 年 9 月に変更） 

・ 対象森林の面積の変動 なし 

 
2 森林管理・経営面に関するモニタリング 
（1）経営主体、経営組織、経営目的変更等の経営管理体制の変更に関する特記事項 

－なし 

 

（2）（1）の他、「森林吸収源・生物多様性等調査報告書」作成時以降に発生した森林の管理・

経営面の認定基準充足に著しい影響を及ぼすおそれ（※1）のある事情 

－なし 
 

（3）フォレストック認定基準の充足に関する記載 

認定調査時と比較し、FSC 森林認証は終了したものの、今後もグループ認証を目指してお

り、森林の経営管理の体制・方針に大きな変化は認められず、経営管理面の評価は調査報告

書と同水準を維持していると判断する。これより、フォレストック認定基準である森林の経営管

理面の評価点数 50 点を維持。 

 

（4）大きな変化が明らかな（※2）評価項目については、その概要について記載する。 

－大きな変化はない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（※1）「認定基準充足に著しい影響を及ぼすおそれ」とは、フォレストック認定基準である50点を下回る

おそれをいう。 

（※2）「大きな変化」とは、フォレストック認定基準の充足とは関係なく、評価を大きく見直す必要がある

場合を指す。 
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3 生物多様性等の評価に関するモニタリング 
（1）「森林吸収源・生物多様性保全等に関する調査報告書」作成以後に発生した森林の生物

多様性の認定基準充足に著しい影響を与えるおそれ（※1）のある事情 

－なし 

 

（2）フォレストック認定基準の充足に関する記載 

認定調査時と比較し、周辺環境及び施業方法等に大きな変化は認められず、生物多様性

面の評価は調査報告書と同水準を維持していると判断する。これより、フォレストック認定基準

である森林の生物多様性面の評価点数 50 点を維持。 

 

（３）大きな評価の増減が明らかな（※2）評価項目については、その概要について記載する。 

－大きな評価の増減はない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（※1）「認定基準充足に著しい影響を与えるおそれ」とは、フォレストック認定基準である 50 点を下回る

おそれをいう。 

（※2）「大きな評価の増減」とは、フォレストック認定基準の充足とは関係なく、評価を大きく見直す必要

がある場合を指す。 
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4 CO2 吸収量の確定・算定 
（１）施業に関する数値の集計・整理 

① 主伐量・主伐予定量に関する数値の集計・整理 
 

項目 

A． 

当該年度主伐予定量  

B． 

主伐実績量 

C． 

B-A 

 

翌年度主伐予定量 

申告済主伐実績量 みなし主伐実績量 

対象期間 

令和 3 年 4 月 1

日～令和 4 年 3

月 31 日 
（※1） 

令和 3 年 4 月 1

日～令和 3 年 12

月 31 日 
（※2） 

令和 4 年 1 月 1

日～令和 4 年 3

月 31 日 
（※3）（※4） 

 令和 4 年 4 月 1

日～令和 5 年 3

月 31 日 
（※5） 

ヒノキ 6.00 2.88 0.00 -3.12 2.00 

スギ 5.00 3.09 4.00 2.09 4.00 

合計 11.00 5.97 4.00 ‐1.03 6.00 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※１「当該年度主伐予定量」には、認定取得者から提出された「主伐予定量申告書」に記載されている

主伐予定量を記載した。 

※2「申告済主伐実績量」には、当該年度の 2 度の 6 カ月報告（「施業実績報告書」）の数値を記載し

た。 

※3「みなし主伐実績量」とは、当該年度において 2 度目に提出された施業実績報告書に記載された、

施業対象期間満了日の翌日から翌年度の定時モニタリング日（次年度の年度当初日）の前日までに

認定取得者が見込んでいる主伐量のことをいう。上記表のみなし主伐実績量の欄には、定時モニタリ

ングの際に、認定取得者が森林認証機関のモニタリング調査担当者及び当協会に提出する「みなし実

績量申告書」に記載された数値を記載した。 

※4 認定取得者は、翌年度の定時モニタリング日（次年度の年度当初日）から 2 週間以内に、「施業実

績報告書（みなし期間）」を当社及びフォレストック協会に提出する。当社は、認定取得者から提出され

た「施業実績報告書（みなし期間）」に記載された申告実績量（以下「確定申告実績量」という。）が事実

と異なるおそれがあるか否かについて、定時モニタリング日の属する月の翌月末までに、必要に応じ

認定取得者からの聞き取り又は認定取得者に帳票類（森林施業計画、伐採届・伐採許可・造林届出及

び販売関係帳票等の写し等）の提出を求める等の手段により調査確認を行い、確定申告実績量の記

載内容が事実と異なるおそれがあると思料する場合には、定時モニタリング日の属する月の翌月末ま

でにその旨をフォレストック協会に報告する。（「みなし実績量確認手続」） 

※5「翌年度主伐予定量」は、認定取得者が当社及びフォレストック協会に対し、定時モニタリング日

（翌年度の当初日）から 2 か月前までに提出した主伐予定量申告書に記載された数値を記載する。 
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② 自然災害等による被害（CO2 吸収量の減算要因） 

－なし 

 

③ 樹種別更新量・更新予定量に関する数値の集計・整理 

項目 

A． 

当該年度更新予定量 

B． 

更新実績量 

C． 

B-A 

 

翌年度更新予定量 

申告済更新実績量 みなし更新実績量 

対象期間 

令和 3 年 4 月 1

日～令和 4 年 3

月 31 日 
（※1） 

令和 3 年 4 月 1

日～令和 3 年 12

月 31 日 
（※2） 

令和 4 年 1 月 1

日～令和 4 年 3

月 31 日 
（※3）（※4） 

 令和 4 年 4 月 1

日～令和 5 年 3

月 31 日 
（※5） 

ヒノキ 4.00 2.99 2.00 +0.99 4.00 

スギ １.00 0.00 1.00 0.00 1.00 

合計 5.00 2.99 3.00 +0.99 5.00 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※1「当該年度更新予定量」には、年度当初に認定取得者から提出された「主伐予定量申告書」に記載

されている樹種別更新量を記載した。 

※2「申告済更新実績量」には、当該年度の 2 度の 6 カ月報告（「施業実績報告書」）の数値を記載し

た。 

※3「みなし更新実績量」とは、当該年度において２度目に提出された施業実績報告書に記載された、

施業対象期間満了日の翌日から翌年度の定時モニタリング日（次年度の年度当初日）の前日までに

認定取得者が見込んでいる更新量のことをいう。上記表のみなし更新実績量の欄には、定時モニタリ

ングの際に、認定取得者が森林認証機関のモニタリング調査担当者及びフォレストック協会に提出す

る「みなし実績量申告書」に記載された数値を記載した。 

※4 認定取得者は、翌年度の定時モニタリング日（次年度の年度当初日）から 2 週間以内に、「施業実

績報告書（みなし期間）」を当社及びフォレストック協会に提出する。当社は、認定取得者から提出され

た「施業実績報告書（みなし期間）」に記載された申告実績量（以下「確定申告実績量」という。）が事実

と異なるおそれがあるか否かについて、定時モニタリング日の属する月の翌月末までに必要に応じ認

定取得者からの聞き取り又は認定取得者に帳票類（森林施業計画、伐採届・伐採許可・造林届出及び

販売関係帳票等の写し等）の提出を求める等の手段により調査確認を行い、確定申告実績量の記載

内容が事実と異なるおそれがあると思料する場合には、定時モニタリング日の属する月の翌月末まで

にその旨を当協会に報告する。（「みなし実績量確認手続」） 

※5「翌年度更新量」は、認定取得者が当社及びフォレストック協会に対し、定時モニタリング日（翌年

度の当初日）から 2 か月前までに提出した「主伐予定量申告書」に記載された樹種別更新量を記載し

た。 
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（2）（1）の数値につき、森林施業計画、伐採届・伐採許可、販売関係諸帳票などを勘案して、

特段の意見があれば以下に記載する。 

－なし 

 

（3）第 1 年度の CO2 吸収量（確定値）の修正 

昨年度の定時モニタリング報告書（令和 3 年 4 月 7 日付）にて報告したみなし期間（令和 3

年 1 月 1 日～令和 3 年 3 月 31 日）の主伐および更新数量が実績と異なっていたため、第 1

年度の確定値を以下のように修正する。 

 

① 主伐等により控除される吸収量の内訳 

みなし期間（令和 3 年 1 月 1 日～令和 3 年 3 月 31 日）における主伐数量の修正により、

第 1 年度の主伐実績および控除される吸収量は以下のように変更となった。 

 

◎主伐数量の修正 

樹種 
昨年度報告時 今回修正時 差分 

齢級 面積（ha） 齢級 面積（ha） 面積（ha） 

ヒノキ 12 2.00 12 0.52 -1.48 

ヒノキ 14 2.20 14 2.20 0.00 

ヒノキ 15 1.07 15 1.07 0.00 

スギ 12 2.00 12 0.00 -2.00 

スギ 14 2.14 14 2.14 0.00 

計  9.41  5.93 -3.48 

 

  ◎控除される吸収量の修正 

   修正した数量で主伐により控除される吸収量を計算した。 
A B C D E:D×係数 F:C×係数 G:E+F H:G×44/12

（ha） （m3/年） (m3) （t-C/年） （t-C/年） （t-C/年） （t-CO2/年）
ヒノキ 12 0.52 0.14 136 43.2 0.0 43.2 158
ヒノキ 14 2.20 2.87 581 184.9 0.9 185.8 681
ヒノキ 15 1.07 1.66 290 92.1 0.5 92.6 339
スギ 12 0.00 0.00 0 0.0 0.0 0.0 0
スギ 14 2.14 1.94 648 156.4 0.5 156.9 575

合計 5.93 6.61 1,655 476.6 1.9 478.5 1,753

計 年間CO2

排出量齢級
⾯積 年間成⻑量 蓄積 年間炭素

排出量
年間炭素
吸収量樹種

 
※年間炭素吸収量および CO2 吸収量は、各行で四捨五入または小数点以下切捨て 

 

   年間炭素排出量は 745.0 t-C/年から 478.5 t-C/年で 266.5 t-C/年の減少、年間 CO2

排出量は 2,730 t-CO2/年から 1,753 t-CO2/年で 977 t-CO2/年の減少となった。 

 

② 更新等により加算される吸収量の内訳 

みなし期間（令和 3 年 1 月 1 日～令和 3 年 3 月 31 日）における更新数量の修正により、

第 1 年度の更新実績および加算される吸収量は以下のように変更となった。 

 

◎更新数量の修正 

樹種 
昨年度報告時 今回修正時 差分 

面積（ha） 面積（ha） 面積（ha） 

ヒノキ 2.62 3.26 +0.64 

スギ 2.00 0.00 -2.00 

計 4.62 3.26 -1.36 



8 
 

  ◎加算される吸収量の修正 

   修正した数量で更新により加算される吸収量を計算した。 

 

A B C D:C×係数 E:D×44/12
年間成⻑量

（ha） （m3/年） （t-C/年） （t-CO2/年）
ヒノキ - 3.26 8.2 3.3 12
スギ - 0.00 0.0 0.0 0
合計 3.26 8.2 3.3 12

齢級 ⾯積 年間炭素
吸収量

年間CO2

吸収量
樹種

 
  ※年間炭素吸収量および CO2 吸収量は、各行で四捨五入または小数点以下切捨て 

 

   年間炭素吸収量は 3.4 t-C/年から 3.3 t-C/年で 0.1 t-C/年の減少、年間 CO2 吸収量は

11 t-CO2/年から 12 t-CO2/年で 1 t-CO2/年の増加となった。 

 

③第 1 年度の CO2 吸収量の修正 

 当該年度 

（第 1 年度） 

年間吸収総量 

控除 加算 

当該年度 

（第 1 年度） 

年間実吸収量 

年間炭素吸収量  t-C/年 1,313.8 478.5 3.3 838.6 

年間 CO2 吸収量 t-CO2/年 4,817 1,753 12 3,076 

   

 年間炭素吸収量は 572.2 t-C/年から 838.6 t-C/年で 266.4 t-C/年の増加、年間 CO2 吸

収量は 2,098 t-CO2/年から 3,076 t-CO2/年で 978 t-CO2/年の増加となった。 

 

（４）第 2 年度の CO2 吸収量（算定値）の修正 

第 1 年度の CO2 吸収量の修正により、第 2 年度の吸収量も以下のように修正された。 

 

① 第 2 年度の CO2 吸収総量の修正 

 第 2 年度 

年間吸収総量 
控除 加算 

第 2 年度 

年間実吸収量 

年間炭素吸収量  t-C/年 1,313.8 1.9 3.3 1,315.2 

年間 CO2 吸収量 t-CO2/年 4,817 6 12 4,823 

 

② 主伐等により控除される吸収量の内訳 

本項の修正はない。 
A B C D E:D×係数 F:C×係数 G:E+F H:G×44/12

（ha） （m3/年） (m3) （t-C/年） （t-C/年） （t-C/年） （t-CO2/年）
ヒノキ 12 3.00 0.81 785 249.5 0.3 249.8 915
ヒノキ 15 2.00 3.10 542 172.2 1.0 173.2 635
ヒノキ 17 1.00 2.04 271 86.1 0.6 86.7 317
スギ 12 3.00 2.01 888 214.3 0.5 214.8 787
スギ 14 2.00 1.82 605 146.1 0.4 146.5 537

合計 11.00 9.78 3,090 868.2 2.8 871.0 3,191

年間炭素
吸収量

計 年間CO2

排出量
樹種

齢級
⾯積 年間成⻑量 蓄積 年間炭素

排出量

 
※年間炭素吸収量および CO2 吸収量は、各行で四捨五入または小数点以下切捨て 
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③ 更新等により加算される吸収量の内訳 

  本項の修正はない。 
A B C D:C×係数 E:D×44/12

年間成⻑量

（ha） （m3/年） （t-C/年） （t-CO2/年）
ヒノキ - 4.00 10.1 4.0 14
スギ - 1.00 1.4 0.4 1
合計 5.00 11.4 4.4 15

樹種 齢級 ⾯積 年間炭素
吸収量

年間CO2

吸収量

 
※年間炭素吸収量および CO2 吸収量は、合計にて四捨五入または小数点以下切捨て 

 

④ 第 2 年度の CO2 吸収総量 

  以上から、最終的に算定された第 2 年度の年間実吸収量は、以下のとおりに修正され

た。 

 第 2 年度 

年間吸収総量 
控除 加算 

第 2 年度 

年間実吸収量 

年間炭素吸収量  t-C/年 1,315.2 871.0 4.4 448.6 

年間 CO2 吸収量 t-CO2/年 4,823 3,191 15 1,647 

 

 第 2 年度の年間炭素吸収総量は 1,314.8 t-C/年から 1,315.2 t-C/年で 0.4 t-C/年の増

加、年間 CO2 吸収総量は 4,826 t-CO2/年から 4,823 t-CO2/年で 3 t-CO2/年の減少、また

第 2 年度の実年間 CO2 吸収量は 1,644 t-CO2/年から 1,647 t-CO2/年で 3 t-CO2/年の増

加となった。 
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（5）当該年度（第 2 年度）の CO2 吸収量確定 

 (1)の実績数量および(3)(4)の修正をもとに、当該年度の CO2 吸収量を計算した。 

 

① 主伐等により控除される吸収量の内訳 
A B C D E:D×係数 F:C×係数 G:E+F H:G×44/12

（ha） （m3/年） (m3) （t-C/年） （t-C/年） （t-C/年） （t-CO2/年）
ヒノキ 10 0.19 0.69 43 13.8 0.2 14.0 51
ヒノキ 13 0.72 0.19 189 60.2 0.1 60.3 221
ヒノキ 14 0.50 0.65 132 42.0 0.2 42.2 154
ヒノキ 15 1.47 2.28 398 126.6 0.7 127.3 466
スギ 10 0.75 2.39 201 48.5 0.6 49.1 180
スギ 12 4.00 2.69 1,184 285.7 0.6 286.3 1,049
スギ 13 0.48 0.33 144 34.7 0.1 34.8 127
スギ 15 1.86 2.11 571 137.9 0.5 138.4 507

合計 9.97 11.32 2,862 749.4 3.0 752.4 2,755

計 年間CO2

排出量齢級
⾯積 年間成⻑量 蓄積 年間炭素

排出量
年間炭素
吸収量樹種

 
※年間炭素吸収量および CO2 吸収量は、各行で四捨五入または小数点以下切捨て 

 

② 更新等により加算される吸収量の内訳 

A B C D:C×係数 E:D×44/12
年間成⻑量

（ha） （m3/年） （t-C/年） （t-CO2/年）
ヒノキ - 4.99 12.5 5.0 18
スギ - 1.00 1.4 0.4 1
合計 5.99 13.9 5.4 19

齢級 ⾯積
年間炭素
吸収量

年間CO2

吸収量
樹種

 
※年間炭素吸収量および CO2 吸収量は、各行で四捨五入または小数点以下切捨て 

 

③ 第 2 年度の CO2 吸収量 

 当該年度 

（第 2 年度） 

年間吸収総量 

控除 加算 

当該年度 

（第 2 年度） 

年間実吸収量 

年間炭素吸収量  t-C/年 1,315.2 752.4 5.4 568.2 

年間 CO2 吸収量 t-CO2/年 4,823 2,755 19 2,087 
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（４）次年度の CO2 吸収量の算定 

① 第 3 年度の CO2 吸収総量 

 第 3 年度 

年間吸収総量 
控除 加算 

第 3 年度 

年間実吸収量 

年間炭素吸収量  t-C/年 1,315.2 3.0 5.4 1,317.6 

年間 CO2 吸収量 t-CO2/年 4,823 11 19 4,831 

 

 

② 主伐等により控除される吸収量の内訳 
A B C D E:D×係数 F:C×係数 G:E+F H:G×44/12

（ha） （m3/年） (m3) （t-C/年） （t-C/年） （t-C/年） （t-CO2/年）
ヒノキ 13 1.00 0.27 263 83.6 0.1 83.7 306
ヒノキ 15 1.00 1.55 271 86.1 0.5 86.6 317
スギ 13 3.00 2.05 898 216.7 0.5 217.2 796
スギ 15 1.00 1.13 307 74.2 0.3 74.5 273

合計 6.00 5.01 1,739 460.6 1.4 462.0 1,692

年間CO2

排出量
⾯積 年間成⻑量 蓄積 年間炭素

排出量
年間炭素
吸収量

計樹種
齢級

 
※年間炭素吸収量および CO2 吸収量は、各行で四捨五入または小数点以下切捨て 

 

③ 更新等により加算される吸収量の内訳 
A B C D:C×係数 E:D×44/12

年間成⻑量

（ha） （m3/年） （t-C/年） （t-CO2/年）
ヒノキ - 3.00 7.5 3.0 11
スギ - 2.00 2.7 0.8 2
合計 5.00 10.3 3.8 13

樹種 齢級 ⾯積 年間炭素
吸収量

年間CO2

吸収量

 
※年間炭素吸収量および CO2 吸収量は、各行で四捨五入または小数点以下切捨て 

 

④ 第 3 年度の CO2 吸収総量 

 第 3 年度 

年間吸収総量 
控除 加算 

第 3 年度 

年間実吸収量 

年間炭素吸収量  t-C/年 1,317.6 462.0 3.8 859.4 

年間 CO2 吸収量 t-CO2/年 4,831 1,692 13 3,152 
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5 評価・算定数値向上のための指摘事項 
 令和 3 年 4 月の調査報告書にて指摘した以下の事項について、今年度も進捗が見られなか

った。次回定時モニタリングにて再度、進捗を確認することとする。 

 

 昨年度も三重県で整備したクラウド型の森林 GIS を導入予定ということであったが、現

時点では導入されていない。引き続き、今後の動向を確認する。 

 FSC 森林認証を近隣の FSC 森林認証取得者とともにグループ認証を取得する予定と

なっているが、進捗はない。引き続き、今後の動向を確認する。 

 

 
 
6 報告書作成にあたり確認等した資料及び書類等 
・ 施業実績報告書（6 か月報告、みなし期間） 
・ みなし実績申告書 
・ 主伐予定量申告書 
・ 森林経営計画 
・ 森林経営計画に係る伐採等の届出書 
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定時モニタリング結果報告 

（第 3 年度） 

 

認定取得者名；吉田本家山林部  

対象森林所在地；三重県度会郡大紀町他 

フォレストック認定日：令和 2 年 4 月 1 日 

定時モニタリング日：令和 4 年 4 月 1 日 

モニタリング報告書作成日：令和 4 年 5 月 23 日 

 

1. 生物多様性の評価に関する特記事項 

（「森林吸収源・生物多様性等調査報告書」作成時以降の著しい変化） 

－なし 

2. 森林の管理・経営の評価に関する特記事項 

（「森林吸収源・生物多様性等調査報告書」作成時以降の著しい変化） 

－なし 

3. 森林吸収源（ＣＯ２吸収量）の確定 

（１）第 1 年度（令和 2 年 4 月 1 日～令和 3 年 3 月 31 日）確定数量 

年間炭素吸収総量  ： １，３１３．８ ｔ-C/年 

年間 CO2 吸収総量  ： ４，８１７ ｔ-CO2/年 

実年間 CO2 吸収量  ： ３，０７６ ｔ-CO2/年 

 

（２）第 2 年度（令和 3 年 4 月 1 日～令和 4 年 3 月 31 日）確定数量 

年間炭素吸収総量  ： １，３１５．２ ｔ-C/年 

年間 CO2 吸収総量  ： ４，８２３ ｔ-CO2/年 

実年間 CO2 吸収量  ： １，６４７ ｔ-CO2/年 

 

（３）第 3 年度（令和 4 年 4 月 1 日～令和 5 年 3 月 31 日）算定数量 

年間炭素吸収総量  ： １，３１７．６ ｔ-C/年 

年間 CO2 吸収総量  ： ４，８３１ ｔ-CO2/年 

実年間 CO2 吸収量  ： ３，１５２ ｔ-CO2/年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

証明者住所： 〒102-0093 東京都千代田区平河町 2-3-5 2F 

証明所属機関： 株式会社森林再生システム 

氏名： 望月 亜希子 


